
北海道・長万部キャンパスに現れたキタキツネの親子

　「締切りを過ぎてからが本番」という状況にならない
ように努めてきましたが、ここ数年はなかなかそれを守
ることができず、締切り直前あるいは締切りを過ぎてか
ら仕事に取り掛かることが多くなってきました。今回も
例に漏れず、締切りが過ぎた後にこの原稿を書いていま
す。編集者の方々に多大なご迷惑をおかけしましたこと
を深くお詫び申し上げます。
　「やりたいこと」も「やるべきこと」も「やらなけれ
ばいけないこと」もある中で、優先順位を付けながらス
ケジュールを組んでいるつもりですが、途中の予期しな
いタイミングで優先度の高い「やらなければいけないこ
と」が割り込んでくることが多くなってきたため、全く
思い通りに仕事を進められなくなってきています。外発
的な「やらなければいけないこと」はストレスを増大す
る要因になるため、内発的な「やりたいこと」のために
時間を費やせるように、時間の使い方を工夫できるよう
になりたいと思っています。同時に、早く自分の仕事を
代わりにやってくれるようなロボットができないかと、
小学生のような発想を持つことがあります（笑）。ただ、
確かに人工知能やロボットの技術は日進月歩で急速に発
展してはいますが、その分野に身を置く立場としては、
そのような夢の世界はまだまだ先の話のように感じます。
　さて、本特集では、東京理科大学でロボティクス技術
やメカトロニクス技術に関する研究をされている先生方
に執筆をお願いいたしました。こうして原稿としてまと
めてしまうと、とてもきれいなストーリーが展開されて
いるように感じてしまいます。ですが、実際には、原稿
に書かれている以上の膨大な試行錯誤と泥臭く涙ぐまし
い努力が隠されていることを忘れてはなりません。読者
の皆様には、ぜひ、そのような視点でも読んで頂けます
と幸いです。
　最後になりましたが、お忙しい中で執筆していただい
た先生方、編集委員ならびに編集室担当のみなさまに、
この場を借りて感謝申し上げます。

� 〔橋本　卓弥：工学部〕
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●	これからの総合防災にむけて
●	地震と豪雨と地盤防災
●	地盤工学と都市防災
●	風工学と都市防災
●	近年の激甚化する豪雨災害と都市防災
●	交通計画と都市防災

特集：社会基盤工学からみた
� 都市防災


